
し
た
…
…
」
と
し
て
い
る
。
湯
浅
謹
而
『
野
口
英
世
』
も
こ
れ
と
殆

ん
ど
同
文
で
あ
る
が
、
松
田
正
直
を
長
崎
県
士
族
と
し
て
い
る
。
筆

者
の
閲
読
し
得
た
野
口
伝
は
全
て
で
な
い
が
、
こ
の
記
載
に
追
従
、

右
四
名
の
氏
名
を
列
記
し
て
い
る
も
の
に
、
小
村
剛
史
、
筑
波
常
治

『
野
口
英
世
』
、
渡
辺
淳
一
『
遠
き
落
日
』
な
ど
が
あ
る
。
八
○
名
中

四
名
合
格
と
の
象
記
し
た
も
の
に
、
丹
実
『
野
口
英
世
の
生
涯
』
、

小
泉
丹
、
中
山
茂
、
プ
レ
セ
ッ
ト
『
野
口
英
世
』
等
が
あ
る
。
後
期

試
験
合
格
の
桑
を
記
し
た
も
の
に
、
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
編

『
野
口
英
世
そ
の
生
涯
及
業
績
』
、
エ
ク
ス
タ
イ
ン
、
志
賀
潔
、
宮
島

幹
之
助
、
中
井
久
夫
、
渡
辺
得
治
郎
、
高
橋
進
等
の
も
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
著
者
の
殆
ん
ど
は
伝
記
作
家
で
は
な
い
が
、
著
述
が
昭

和
八
年
奥
村
本
刊
行
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

受
験
者
八
○
名
中
合
格
者
四
名
と
し
た
、
奥
村
説
の
論
拠
が
何
処

に
あ
る
の
か
、
今
日
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
奥
村
本
発
行
以
来
、

こ
れ
が
野
口
伝
の
定
本
と
さ
れ
た
た
め
、
以
来
野
口
伝
類
書
の
多
く

が
こ
の
誤
り
を
追
従
し
て
い
る
。
更
に
、
前
記
松
田
正
直
に
つ
い
て

は
、
合
格
発
表
名
簿
に
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
。
八
○
名
中
四
名
説

は
、
合
格
発
表
直
後
の
撮
影
と
さ
れ
て
い
る
記
念
写
真
に
係
り
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
含
め
検
討
す
る
。
（
京
都
大
学
）

昨
年
第
十
九
回
本
学
術
大
会
で
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
国
で
Ｘ
線
歯

科
診
断
を
最
初
に
紹
介
発
表
し
た
の
は
、
「
湖
柳
生
」
こ
と
野
口
英

世
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
原
著
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。

ま
た
わ
が
国
と
諸
外
国
で
最
初
期
の
研
究
者
た
ち
が
、
苦
心
し
て

歯
科
診
断
へ
の
道
を
模
索
し
た
情
況
と
も
国
○
国
ｑ
に
つ
い
て
概
説
し

ブ
ー
ト
Ｏ

今
回
が
独
・
英
・
米
の
初
期
研
究
者
た
ち
が
、
Ｘ
線
撮
影
装
置
の

改
良
に
取
組
ん
だ
道
筋
を
た
ど
り
、
診
断
に
活
用
で
き
る
程
度
の
歯

科
Ｘ
線
像
を
得
る
た
め
の
努
力
の
軌
跡
を
追
求
し
た
結
果
を
報
告
す

マ
匂
○

今
回
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
最
初
の
発
見
か
ら
お
よ
そ
十
五
年
の
期
間

62
1

最
初
期
歯
科
Ｘ
線
診
断
学
の
文
献
的
研

究
（
そ
の
二
）

ｌ
機
器
、
フ
ィ
ル
ム
、
露
出
時
間
等
に
つ
い
て
Ｉ

○
塩
津
二
郎
・
森
山
徳
長
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を
目
安
と
し
て
検
討
し
た
。

八
器
機
の
改
良
Ｖ

最
初
の
レ
ン
ド
ゲ
ン
の
実
験
し
た
発
生
装
置
は
、
真
空
度
を
変
え

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
型
な
両
鳥
目
ざ
氏
ま
た
は
弓
①
罠
閻

「
一
イ
ル
を
用
い
、
不
完
全
真
空
の
管
球
を
用
い
て
い
た
。
ボ
ル
ト
メ

ー
タ
ー
も
ミ
リ
ア
ン
。
ヘ
ア
メ
ー
タ
ー
も
存
在
し
な
い
条
件
下
で
、
一

定
の
Ｘ
線
を
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
非
常
に
不
安
定
な
も
の

で
あ
っ
た
。
電
圧
の
高
さ
を
計
る
方
法
は
極
間
の
ス
。
ハ
ー
ク
の
起
こ

る
距
離
で
判
断
さ
れ
た
。
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
色
為
の
試
行
錯
誤
に
よ
り
、
交
流
電
流
か
ら
の
安
定
し
た
高
電

圧
へ
と
次
第
に
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

八
レ
ン
ト
ゲ
ン
火
傷
Ｖ

螢
光
を
直
接
肉
眼
で
見
る
と
い
っ
た
こ
と
が
危
険
で
あ
る
こ
と

は
、
当
時
の
研
究
者
に
は
未
知
の
こ
と
で
、
多
く
の
開
拓
者
が
そ
の

命
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
八
九
六
年
に
早
く
も
英
国

の
国
自
鳥
○
旨
は
実
験
助
手
の
Ｘ
線
火
傷
を
報
告
し
て
お
り
、
一
部

の
研
究
者
に
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
個
々

の
研
究
者
、
文
献
の
記
載
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

八
フ
ィ
ル
ム
の
変
遷
Ｖ

最
初
は
普
通
の
写
真
乾
板
を
用
い
た
。
歯
科
用
に
、
現
在
の
口
内

法
に
似
た
方
法
と
し
て
は
、
暗
室
で
乾
板
を
切
断
し
黒
い
紙
に
二
、

三
重
に
包
ん
で
用
い
、
唾
液
で
ぬ
れ
た
場
合
は
包
み
直
し
た
。
ラ
、
ハ

ー
ダ
ム
ま
た
は
ガ
ッ
タ
パ
ー
チ
ャ
で
包
装
し
た
研
究
者
も
あ
る
。

口
蓋
に
合
わ
せ
て
乾
板
の
角
を
カ
ッ
ト
し
た
り
（
ｏ
昌
昌
旨
埆
）
、
一
小

ル
ダ
ー
に
装
着
し
て
咬
合
さ
せ
て
撮
影
す
る
Ｓ
胸
．
辱
房
）
工
夫
も

行
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
は
、
口
内
法
で
は
必
然
的
に
、
ロ
ー
ル

フ
ィ
ル
ム
の
便
利
さ
に
着
目
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
行
っ
た
。

八
露
出
時
間
Ｖ

急
呈
島
民
が
口
内
法
で
、
二
十
五
分
を
か
け
て
歯
牙
の
輪
郭
ら

し
き
も
の
を
乾
板
に
映
し
取
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

発
表
者
に
よ
っ
て
十
、
五
分
と
色
々
異
な
る
が
、
装
置
と
方
法
に

よ
り
一
八
九
七
年
一
月
○
由
言
巨
眉
は
一
分
で
良
い
結
果
を
得
て
い

ブ
（
》
○

秒
単
位
の
報
告
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
比
較
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
て

あ
る
。以

上
を
、
個
々
の
報
告
に
も
と
ず
き
比
較
検
討
し
て
、
発
達
史
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

（
東
京
歯
科
大
学
）
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